






































































































































初職（N=992） 結婚前（N=997） 現在（N=982） 初職（N=314） 現在（N=366）
正職員 86.2 77.2 26.1 68.8 63.7
パート･臨時・契約 11.0 12.5 32.5 25.2 20.5
派遣社員 1.1 6.3 1.4 3.8 5.5
自営・家族従事 0.6 2.1 7.4 0.3 3.6
その他 0.5 0.6 1.5 1.3 1.9



















初職（N=992） 結婚前（N=936） 現在（N=978） 初職（N=310） 現在（N=367）
教師・保育士・看護師 19.1 17.4 12.6 17.4 19.9
専門技術職 17.5 16.8 11.1 18.4 17.7
管理的職業 0.6 0.9 0.6 0.6 0.8
事務職 40.1 42.4 23.5 33.2 32.7
営業・販売・サービス職 19.1 17.7 14.9 25.8 19.1
生産現場職 0.7 0.7 2.5 0.3 0.8
その他 2.3 2.8 4.8 3.5 4.4




























中学３年生の頃（N=1386） 41.1 53.1 5.8
高校３年生の頃（N=1387） 42.0 51.3 6.6
表1-5　中学３年・高校３年時の成績	 単位：％
上の方 真ん中あたり 下の方
中学３年生の頃（N=1396） 52.7 36.8 10.5
































正規職員 非正規職員 無業 その他
上の方（N=548） 29.6％ 35.4％ 26.1％ 8.9％ χ2=22.146
真ん中あたり（N=366） 21.3％ 33.9％ 36.6％ 8.2％ ***

























正規職員 非正規職員 無業 その他
上の方（N=420） 23.6％ 34.8％ 32.9％ 8.8％ χ2=3.436
真ん中あたり（N=385） 27.3％ 34.5％ 29.6％ 8.6％ P=0.752
下の方（N=184） 28.8％ 30.4％ 31.0％ 9.8％
表4-1-3　就業形態と中学３年時暮らし向き
正規職員 非正規職員 無業 その他
豊か（N=405） 27.9％ 33.3％ 28.4％ 10.4％ χ2=9.168
ふつう（N=517） 23.4％ 34.2％ 34.2％ 8.1％ P=0.164
貧しい（N=61） 36.1％ 31.1％ 24.6％ 8.2％
表4-1-4　就業形態と高校３年時暮らし向き
正規職員 非正規職員 無業 その他
豊か（N=420） 27.6％ 32.9％ 28.6％ 11.0％ χ2=7.588
ふつう（N=497） 24.1％ 34.0％ 34.0％ 7.8％ P=0.270








正規職員 非正規職員 無業 その他
した（N=565） 27.6％ 29.0％ 34.0％ 9.4％ χ2=14.61
しなかった（N=404） 24.0％ 40.6％ 26.7％ 8.7％ **
注）**p<0.01
表4-2-2　就業形態とクラシック・コンサートに行った経験
正規職員 非正規職員 無業 その他
した（N=124） 25.8％ 36.3％ 26.6％ 11.3％ χ2=2.183
しなかった（N=847） 26.2％ 33.4％ 31.9％ 8.5％ P=0.535
表4-2-3　就業形態と美術館・博物館に行った経験
正規職員 非正規職員 無業 その他
した（N=349） 25.5％ 33.0％ 32.1％ 9.5％ χ2=0.529









正規職員 非正規職員 無業 その他
そう（N=650） 27.8％ 31.1％ 32.3％ 8.8％ χ2=8.07







正規職員 非正規職員 無業 その他
就業継続（N=285） 30.2％ 35.1％ 24.2％ 10.5％ χ2=19.354
再就業（N=415） 25.8％ 33.3％ 34.2％ 6.7％ *
無業（N=233） 20.2％ 33.5％ 35.2％ 11.2％







正規職員 非正規職員 無業 その他
母親から仕事継続（N=225） 43.1％ 29.3％ 19.1％ 8.4％ χ2=64.81
母親から再就職（N=332） 20.2％ 39.5％ 34.6％ 5.7％ ***
母親から無業（N=178） 21.3％ 25.8％ 40.4％ 12.4％
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